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	応用
	抗原情報
	背景
	E4TF1の転写活性の抑制因子として転写の調節に関与している可能性がある。腫瘍細胞株ではアポトーシスを誘導する可能性がある。ポリコームグループ（PcG）多タンパク質PRC1様複合体の構成要素であり、発生過程を通してHox遺伝子を含む多くの遺伝子の転写抑制状態を維持するために必要な複合体クラスである。PcG PRC1様複合体は、クロマチンリモデリングとヒストンの修飾を介して作用し、ヒストンH2A「Lys-119」のモノユビキチン化を媒介し、クロマチンの発現能を遺伝的に変化させる（PubMed:25519132）。X染色体上のヒストンH2A「Lys-119」のモノユビキチン化を媒介するPRC1様複合体の構成要素であり、XX女性のX染色体の1つのコピーの正常なサイレンシングに必要である。複合体を標的部位にリクルートすることで、ヒストンH2AのLys-119のユビキチン化を促進する可能性がある（類似性による）。TP53のユビキチン化とそれに続く分解を阻害することで、TP53標的遺伝子の転写を制御する役割を果たす（PubMed:19098711）。また、FANK1などの他のタンパク質のユビキチンを介したプロテアソーム分解を制御し、アポトーシスを制御する可能性がある（PubMed:14765135、PubMed:27060496）。E4TF1の転写活性の抑制因子として転写の制御に関与している可能性がある（PubMed:11953439）。DNAに結合する可能性がある（類似性による）。SRRM3のダウンレギュレーションにより、乳がんにおける腫瘍の増殖と転移の抑制に役割を果たす可能性がある（PubMed:27748911）。
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	SW480 細胞溶解物中の RYBP 発現のウェスタン ブロット分析。

